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低エネルギ光照射に
よるナノ粒子の凝集制御

先端材料開発セクター 海老澤瑞枝

１．溶液中の銀ナノ粒子を光散乱力とVW引力で凝集

２．粒子の凝集度合を光照射時間で制御
３．凝集度合で分散液の散乱波長の選択性を実現

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

◎VW引力が働くのは近接した距離に限ら
れますが、新たに散乱力にも着目すること
で希釈な分散体の凝集を実現しました。

◎微粒子の分散液に塩を加えると凝集す
ることが知られていますが、光照射による
凝集では粒子も溶液も化学的な変化はあ
りません。

① 透明スクリーンへの応用
② 物理発色による新たな色材への応用
③ 凝集を積極的利用する材料回収や加
工技術への応用

図 凝集度合の異なるAg分散液の散乱特性

特願２０１５－１６８８６７
関連した知財

実用新案

共同研究者 山口隆志（情報技術グループ）、寺西義一（表面・化学技術グループ）、磯田和貴（光音技術グループ）

特許出願中

透過像：分散液で
減衰しなかった光

Ag分散液への投影像

：凝集度合で散乱光の
波長 色 が変化

プロジェクタから
投影した像

光照射時間 分0 40

金属ナノ粒子分散液に光を照射すると、粒子に対して光の進む方向に散乱力が生じ、他の粒子
に近接するとVW引力(ファンデルワールス力)によって凝集すると考えられます。光によって誘起さ
れる双極子モーメントと散乱力が最大となる波長の光を入射光(本研究では中心波長405nmの青
色LED) として銀ナノ粒子の凝集を促進し、照射時間によって凝集度合の制御を実現しました。
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銀濃度5×10-4wt%,
光強度 mW/(cm2・nm)@λp=405nm
照射時間 分 0，15，22，30，38

図 光照射によるAg分散液に光学特性の変化

入射光と金属ナノ粒子の自由電子の相互作用によって生じるユニークな光学特性(LSPR)は、セ
ンサから色材まで広く応用されています．光学特性の制御への要求に対して、粒子の凝集による
アプローチを試み、光照射による粒子の凝集の促進・制御法を新たに提案します。

粒子の粗大化 形状の異方化

酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


